
 

  

 

  

 

 

 

チームで支え合い，励まし合って 

 

２月１６日(金)，インフルエンザの影響で，

何度も延期になった大縄集会が，この日

やっと開催されました。子どもたちは，縦割

り班で練習してきた成果を発揮しようと，真

剣な面持ちで本番に臨んでいました。 

焦りや緊張もあってか，跳ぶタイミングが

つかめずに立ち止まる子や，何度も引っ

かかってしまう子もいましたが，高学年の

子たちが決して慌てたり，いらいらしたりせ

ず，励ましながら優しく背中を押している

様子に感心させられました。 

記録は，３分間に何

回跳ぶことができたか

を数えるスタイルで， 

ほかの班と競う形でなく，自分たちの班

の前回の記録を超えることが目標にな

っていました。各班とも，目標の回数を

超えられるよう一生懸命頑張りました。 

チームが一体となって支え合い，励

ましあって取り組んだ経験はこれからも

子どもたちの力になっていくことでしょう。 

集会の最後に，６年生による大縄跳びの模範演技があり，３分間で２７０回という記録を出しました。

リズムよく次々に美しく跳んでいく６年生の姿を見た子どもたちは，自分たちもいつか６年生のように跳

びたいと思ったようでした。 

鈴鹿の森庭園１０周年事業で，赤塚植物園様から，椿小学校の全校児童と保護者の皆様

へ， しだれ梅で有名な「鈴鹿の森庭園」の入場券をいただきました。 

２月２０日(火)に受贈式が行われ，赤塚植物

園様から代表の方３名に来校していただき，鈴

鹿市教育長と教育委員会指導課長にもご臨席

いただきました。児童会役員が代表で招待券を

受け取りました。今年は開花が早く，あちこちで梅

の花が満開になっています。鈴鹿の森庭園でも

すでに見頃を迎えているそうです。ぜひ，ご都合

の良い日にお出かけください。 

令和６年２月２１日 

～学校・保護者・地域をつなぐ学校だより～ 

↑前回の記録 



２月１５日（木），１年生が地域の皆さんに「昔の

遊び」を教えていただきました。少し前に，こまの回

し方を教えてもらい，昔の遊びに興味を持ち始め

た子どもたちにとって，この学習はとても楽しみな

時間でした。 

授業が始まると，子どもたちはグループに分か

れて昔の遊びを楽しみました。あやとり，お手玉，

けん玉，もちろんこま回しもありました。最初はうま

くいかないこともありましたが，何回も何回も繰り返

し，少しずつ上達していく子どもたちの姿がみられ

ました。昔の子どもたちは，このような遊びを通し

て，手先を器用にしたり，リズムやバランス感覚を

磨いたり，物事に取り組む際のこつをつかんだりし

たものでした。また，教え合ったり競い合ったりする

中で，コミュニケーション能力も高めていったこと

でしょう。 

 

昔の遊びは，この他にもまだまだたくさんあります。自主学習で調べ，実際に遊んでみるのも楽しい

ものです。ボランティアの皆様，ご多用の中，昔の遊びの良さが体感できる温かいご指導をいただき

ありがとうございました。 

 

２月１６日（金），２年生はＨｏｎｄａさんの「環境 

わごん」で，森の夢工房の出前授業を体験させて

いただきました。 

子どもたちは，森の役割や環境を守ることの大切さ

を学んだあと，環境保全のために廃棄物となった自

然の物を使って，楽しい工作に挑戦しました。 

たくさんのＨｏｎｄａのОB の皆さんに来ていただき，

手厚い支援を受けながら，万能のこぎりや，鉄のやす

り，電気ドリルといった２年生には難しい工具も使わせ

てもらいました。 

かわいい動物の飾りや置物，車の模型，やじろ

べえなど，遊べるおもちゃもありました。子どもたち

は，自分の作品作りに夢中になって取り組み，時

間内に作品を完成させていました。 

この学習が，子どもたちなりに，ＳＤGs を考える

きっかけになればいいなあと思いました。 


